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理解度評価結果
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ＩＴＳ・自動運転探究
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単元展開概要
（シラバス・コマシラバス）
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系

科

年度

学年

期

教科名

科目名

単位

履修時間

回数

選択

省庁分類

授業形態

作成者

教科書

自動車系

自動車整備等

2019年度

自動車工学

ITS概論（初級）

7コマ+履修判定

7回+履修判定

講義・実習

プロジェクト実施委員会

オリジナルテキスト

シラバス

評価方法

コマシラバス

1
（2コマ） ＩＴＳの基本概念

1.シラバスとの関係 ＩＴＳの基本概念とＩＴＳを活用した安全運転支援技術の基本を学ぶ

ＩＴＳの進化と基本概念理解及び安全運転支援技術2.コマ主題

3.コマ主題細目

4.コマ主題細目深度

5.次コマとの関係

コマのテーマ50分/ｺﾏ 項目 内容 教材・教具

人工知能やロボット等の科学技術の急速な進歩は、サイバー空間と物理的空間とが調和した「Ｓociety5.0」社
会の実現を可能にしつつあり、経済発展と社会的課題の解決が期待されている。
例えば、車輌の高知能化やコネクテッド化により、交通事故件数の減少や渋滞を制御することができる。また
建築現場では、ＩＣＴ技術の全面的活用により、危険リスクが高い仕事を遠隔操作ロボットが行い、事故を減
らしたり、ＵＡＶによる３次元測量により作業の高効率化を図るなど生産システム革命が既に始まっている。
しかし、自動車整備士や建設技術者を養成する専修学校等のカリキュラムは、これらの科学技術の進歩に追い
ついてないのが現状であり、このままでは、「Ｓociety5.0」社会を支えるエンジニアの人材不足や専門性の欠如
が大きな問題となる状況が確実に生じ、経済活動にも大きな影響を及ぼすことが予想される。
専門的職業人を育成する使命がある専修学校においては、これらイノベーションの状況を踏まえ、現在の自動
車整備士や建設技術者の専門教育の中に科学技術の進歩に対応する教育プログラムを付加し、「Ｓociety5.0」
社会の実現を支えるエンジニアの育成に早急に取り組まなければならない。 

目標とスキル
①ＡＩや高度道路交通システムに関する基礎知識を備え、自動運転車の整備ができる自動車エンジニア。

筆記試験100点満点　合格点60点以上

オリジナル
・テキスト
（初級編）

①ファーストステージからセカンドステージへ

②ナビゲーションシステムの高度化

③安全運転の支援（協調型ＩＴＳ）

④安全運転の支援（ＥＴＣ2.0、ＤＳＳＳ）

①ＩＴＳ実用化促進から普及への道のりを理解し、今後の課題や取り組
　みを理解する。

②ＩＴＳによる様々なサービスの中で、ナビゲーションの高度化による、
　通信型ナビゲーションの仕組みを理解する。

③ＩＴＳを活用した安全運転支援（協調型ＩＴＳ）を中心に通信によるＩ
　ＴＳの基本技術・機能を理解する。

④ＥＴＣ2.0、ＤＳＳＳ、ＩＴＳ　Ｃｏｎｎｅｃｔ等、の安全運転を支援す
　るための基本技術・機能を理解する。

ＩＴＳの安全運転支援の概念と技術を学んだあと、自動運転の意義や自
動運転レベル、実用化に向けての現状を通して、自動運転の今後を学ぶ。
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コマシラバス詳細

ＩＴＳの
基本概念

１節
ＩＴＳの役割

２節
ＩＴＳの基本理念
（ 3つの柱）

３節
ＩＴＳを活用した
安全運転支援

１、ＩＴＳ
２、日本のＩＴＳ
　   の過程

３、ＩＴＳ開発・展
　 　開計画9分野

学科項目 項目 学科習得内容 学習時間
5分

30分
映像資料
①ＶＩＣＳ
光ビーコン
　(4分)

10分

10分
映像資料
①トヨタの
　考えるITS
    (4分30秒)

①ＩＴＳ（高度道路交通システム）の役割について、人⇆道路⇆車両の
　問題解決の為に重要な役割について理解する。

②ＩＴＳのファースト・ステージの過程について、年表を用いて理解す
　る。

１、ファーストステ
　  ージからセカン
　  ドステージへ
２、セカンドステー
　  ジ（普及）

１、協調型ＩＴＳ

①ＩＴＳ推進の指針である「安心・安全」「環境・効率」「快適・利便」に基
　づいて、9つの分野の開発が進んでいることを理解する。

②「安全・安心」のキーワードはＤＳＳＳ、などの安全運転支援システム
　などを理解する。　※間違いポイントに注意

③「環境・効率」のキーワードはＣＯ2削減などの環境問題について理解
　する。

④「快適・利便」のキーワードはＥＴＣやナビゲーションシステムにつ
　いて理解する。

⑤1995年からファーストステージが開始され、2004年以降セカンドス
　テージ期になり2013年からは次世代のＩＴＳとなっている推移につ
　いて理解する。

①「協調型ＩＴＳ」はクルマのセンサーでは捉えきれない情報をインフ
　ラとクルマ、クルマとクルマの双方向通信により、ドライバーに知ら
　せて、交通事故を防止することを理解する。

①ナビゲーション・システムの高度化について、ＶＩＣＳシステムを中
　心に理解する。

②自動料金収容システムについては、ＥＴＣの電子料金収容システム
　を中心に理解する。

③安全運転の支援については、ＤＳＳＳシステムを中心に自動運転を
　中心とした、安全運転支援について理解する。

④交通管理の最適化については、車載器や情報提供装置によるドライ
　バーの誘導やＭＯＤＥＲＡＴＯによる信号の制御を理解する。

⑤道路管理の効率化については、道路交通の「管理」ではなく道路の維
　持・補修などの維持に関しての情報提供について理解する。※間違い
　ポイントに注意

⑥公共交通の支援については、京都市営バスの事例を参考に案内シス
　テムについて理解する。
　（特に定時運行を目的として）

⑦商用車の効率化については、物流サービスによる渋滞を回避するた
　めの運行管理について理解する。

⑧歩行者等の支援については、素行者検知システムなどを参考に運転
　者から見えにくい場所にいる歩行者を検知して、交通事故を未然に
　防ぐシステムについて理解する。

⑨緊急車両の運行支援については、緊急通報システムを活用しリアル
　タイムな誘導を行う支援について理解する。
　（災害が発生した時の緊急車両も同じ）
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コマシラバス詳細

ＩＴＳの
基本概念

３節
ＩＴＳを活用した
安全運転支援

２、ＥＴＣ2.0

３、ＤＳＳＳ

４、ＩＴＳ　Ｃｏｎ
　　ｎｅｃｔ

学科項目 項目 学科習得内容 学習時間

15分
映像資料
②交通情報
　収集
(1分30秒)

15分
映像資料
①ＤＳＳＳ
　インフラ
　と車両と
　の協調に
　ついて
(1分40秒)

15分
映像資料
①ＩＴＳコ
　ネクト他
(2分20秒)
(1分10秒)

①確実な情報で安全運転支援を行うことを理解する。

ア）カーブの先などの渋滞に対して、画像と音声で情報提供。
 　 ※間違いポイントに注意

イ）これから向かう先の天候情報やトンネル内の渋滞状況は静止画で 
　 提供されることを理解する。

ウ）障害物情報はその障害物の手前のＩＴＳスポットから提供される 
　 ことを理解する。

②事故多発地点での注意喚起を行う。例えば事故が起きやすいカーブ 
　 などの手前で注意喚起の情報をカーナビと連携して提供することを 
　 理解する。

③災害時の安全な避難を支援する。これは災害発生と同時に、緊急の規 
　 制情報や走行可能ルート、避難地情報などをカーナビを通じて提供 
　 することを理解する。

①ドライバーセーフティサポートシステム（安全運転支援システム）は 
　道路に設置されたセンサーや通信機器と車載器を備えた車との路車 
　間通信により、見通しの悪い交差点等での交通事故を未然に防止す 
　るシステムであることを理解する。

ア）ドライバーの見落としを感知して注意喚起する。

イ）ドライバーが危険回避の行動を取り遅れた時の注意喚起。
 　 どちらも、ブザーと画面表示にて。

①道路インフラからの路車間通信システムを利用して、右折時や赤信
　号などの情報のやり取りをするシステム。
　※間違いポイントに注意

②車車間通信システムは下記の2つのシステムがある。　

ア）通信利用型レーダークルーズコントロールについて

イ）緊急車両存在通知について
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コマシラバス

2
（2コマ） 自動運転の基本

1.シラバスとの関係

自動運転の基本を学ぶ2.コマ主題

3.コマ主題細目

4.コマ主題細目深度

5.次コマとの関係

コマのテーマ50分/ｺﾏ 項目 内容 教材・教具

オリジナル
・テキスト
（初級編）

①自動運転とは何なのか？、自動運転のレベルとは？、自動運転の効果に
　ついて理解する。

②自動運転がもたらす影響について、モビリティ社会への影響や交通事
　故への影響、産業構造の変化や高齢化社会への影響などのついて理解
　する。

③自動運転が実用化されている現状、自動車メーカーが開発している技
　術、普及状況などについて理解する。

④今後自動運転社会を目指す2つの流れについて、モビリティ企業やＩＴ
　企業、運転支援か自律走行かを具体的事例を参考に理解する。

①自動運転の意義（自動運転のレベルとは）

②自動運転のもたらす影響（交通事故への影響）

③自動運転の実用化レベルは（自動車メーカーの開発は）

④自動運転を目指す2つの流れ（運転支援か自律走行か）

自動運転とは何なのか？また自動運転が実現したら社会にどう
影響を及ぼすのかを中心に、自動運転の現状を理解し、今後開
発される自動運転について学ぶ。

自動運転の概要を理解した後、自動走行システムの種類や内容、今後必
要とされる環境整備について理解する。

コマシラバス詳細

自動運転
の基本

１節
自動運転

１、自動運転の意義
２、自動運転とは

１、自動運転レベル

学科項目 項目 学科習得内容 学習時間

15分
映像資料
①2030年近
　未来のモ
　ビレイテ
　ィ世界
    (4分00秒)

①自動運転を実現することによって、より安全で円滑な運転を車社会
　にもたらすことの意義を理解する。
　（注）次項４でも説明あり

ア）自動運転の実現により、ヒューマンエラーによる交通事故の大幅削
　  減ができることを理解する。

イ）高齢化は進む地方都市での公共交通サービスの維持や運転に不安
　  のある高齢者の移動手段として期待できることを理解する。

ウ）宅配便の集荷・配達業務の増大による、トラックドライバーの負担
　  軽減や人手不足解消などが可能なことを理解する。

エ）渋滞の緩和や解消など、快適な移動や輸送の効率化。

②自動運転について、ドライバーが操作しなくても自動で動くクルマ
　であること。つまり運転席などなくてもいい車であることを理解す
　る。

①自動運転レベルの考え方について理解する。
　近年は安全運転支援システムを搭載した自動車に対して、「自動運  
　転」ではなく「運転支援」を使うよう国土交通省より通達があったこ
　とを理解する。
　レベル２相当の「自動運転」は「運転支援」となる。
　※間違いポイント注意
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コマシラバス詳細

自動運転
の基本

１節
自動運転

３、自動運転レベル
４、自動運転により
 　 期待される効果
５、自動運転のもた
 　 らす影響

学科項目 項目 学科習得内容 学習時間

25分
映像資料
①自動運転
　レベル0
　～5詳し
　く解説
　(3分50秒)

20分
映像資料
①自動運転
コンセプト
ムービー
　(3分30秒)

６、自動運転のレベ
　 ルと実用化の現状

①実用化が見込まれる自動運転技術について理解する。

ア）レベル１では自動ブレーキ、車間距離維持、車線の維持は市販車に  
搭載されている。

イ）レベル２では高速道路におけるハンドルの自動操作は一部一般車
　  に搭載されている。

ウ）レベル３は２０２０年度を目標に、自動追い越し、自動合流・分流に
　  ついて市販車に搭載が計画されている。

エ）レベル４については、２０２５年以降を目標に開発が進むことにつ
　  いて理解する。

②自動車メーカーが現在開発中の技術について、簡単に理解する。

③今の技術（レベル２相当）の普及状況について理解する。

ア）対車両自動ブレーキについては２０１５年度に販売された新車の
　  約４３％に装着されていて、かなり進んでいることについて理解す
　  る。

イ）アクセル踏み間違い防止装置については、同じく２０１５年の新車
　  に約３１％装着されていることについて理解する。

ウ）レーンキープアシスト（車線維持装置）に関しては、まだ新車の４．
　  ２％にしか装着されていないことを理解する。

エ）しかしながら、ＡＣＣ（アダプティブクルーズコントロール）は高速
　  道路走行を前提にして、新車の約１７％に装着されたことについて
　  理解する。

②自動運転レベル０～５の考え方について理解する。
　（表を見ながら少し詳しく）
　レベルはアメリカのＳＡＥに準ずることを理解。

ア）自動運転レベル０は運転者がすべて運転タスクを実行することを    
　  理解する。

イ）レベル１は自動で止まる。車線をはみ出さない。前方車両に追随す
　  ることができることを理解する。

ウ）レベル２は特定条件下（例えば高速道路など）で、レベル１を自動で
　  行えることを理解する。

エ）レベル３はレベル２を高次元で実施できることを理解。
　  （例えば、高速道路などで、遅い車がいれば、自動で追い越す。分合流
　  を自動で行うなど）
　（注）このレベル３までが、ドライバーによる監視が必要。

オ）レベル４はシステム全体が自動となるが、作動が困難となった時は
　  すぐに運転者が介入できる状態となっている。

カ）レベル５は完全自動運転となる。
　（注）レベル４と５はシステムによる監視が重要となる。

③自動運転により期待される効果は、上記の自動運転の意義でも説明
　しているが、ここでは交通事故の件についてテキストの表を参考に
　して数値の推移を確認する。

ア）死亡事故発生件数の９７％は運転者に責任あり。

イ）トラックドライバーの約４割が５０歳以上。

ウ）高齢者等の移動支援について。

エ）国際競争力の強化について。

オ）渋滞の解消・緩和　※間違いポイントに注意
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コマシラバス詳細

自動運転
の基本

2節
自動運転を目指す
2つの流れ

１、タイプＡについて

学科項目 項目 学科習得内容 学習時間

20分

20分
映像資料
①群馬大学
　の取り組
　み
(1分50秒)

2、タイプＢについて

①Ｂタイプの開発の中心はＩＴ企業や、ベンチャー企業が中心。

②目指すは、地域の足の維持、安全で、基本スタイルは無人で動作でき
　ることである。

③既存のビジネスモデルにとらわれず、柔軟な発想と組織が合理的で
　ある。

④タイプＢの開発車両（プリウス）について簡単に説明する。

⑤タイプＡもＢもシステムの構成については大差はないが、Ａはあら
　ゆる場所を想定しているため、情報処理は高コストになる。

⑥各企業の取り組み（実証実験）について説明する。

①自動運転を目指す２つの流れについて理解する。
　タイプＡとタイプＢがあり、まずタイプＡの特徴から理解。

ア）開発の中心は大手メーカーが中心であらゆる場所での自動運転を
　  目指す。　

イ）自動運転の開発が企業にとって合理的なビジネスモデルとなる。

②自動運転の技術的な課題について理解する。
　道路工事中の図を見ながら、自動運転の課題について理解する。

ア）天候や季節、時間帯によって条件が変わってくる。

イ）地域（自治体等）によって道路の補修状況や条件が微妙に異なる。

ウ）歩行者や自転車、バイクなど他の交通にも注意が必要となる。
　  結果：すべての危険に対して、正しい認識をするのは極めてむずか
　  しい。

③自動運転の高度化の背景について理解する。
　従来の車は自分が望めばあらゆる場所に行くことができる。
　自動運転もあらゆる場所で作動しなければ意味がない。
　この問題を解決するにはまだまだ問題が多い。
　したがって、現状は「運転支援」を目指さざるを得なくなる。

④人間と自動運転との間の相互作用の難しさを理解。
　画像を見ながら

ア）自動運転中のドライバーの挙動について、時間が経つと反応が鈍く
　  なることを理解する。

イ）自動運転に異常が発生した場合のドライバーの反応は自動運転の
　  時間が長い場合、非常に悪くなる。

⑤段階的自動運転技術の高度化の難しさについて理解する。
　通常の運転に対しては、刺激が多いため集中力が持続するが、自動運
　転時間が長くなると、人間は集中力の維持が難しい。そこえもって監
　視タスクが増えると集中力を維持することはより難しくなる。（利用
　者に価値はあるのか？）

⑥導入コスト・費用対効果の課題について理解する。

ア）仮に完全自動運転車両が開発されたとして、今のコストは膨大。

イ）自動運転車両を買うより運転手を雇った方が賢明。

ウ）メンテナンス費用は？社会のニーズは？
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コマシラバス

3
（2コマ）

ＩＴＳと自動走行
システム

次世代ＩＴＳと
ＡＩ技術

1.シラバスとの関係

協調型自動運転支援システムの理解2.コマ主題

3.コマ主題細目

4.コマ主題細目深度

5.次コマとの関係

コマのテーマ50分/ｺﾏ 項目 内容 教材・教具

オリジナル
・テキスト
（初級編）

①自律型自動運転と協調型運転との違いについて理解する。

②車間自動制御システムと協調型自動制御システムからＡＤＡＳ高度運
　転支援システム）またＣＡＣＣを利用した隊列走行システムについて
　理解する。

③ＡＤＡＳ（先進運転システム）の特徴、種類、応用などについて理解る。

④自動運転レベル3以上の自動運転車両の安全性及びこれから必要にな
　る自動運転に係る周辺の環境整備について理解する。

⑤次世代ＩＴＳ技術を活用したインフラ技術や情報セキュリティ、ＩＣ
　Ｔを活用した新しい技術などについて理解する。

①自動走行技術の概要

②ＡＣＣ技術とＣＡＣＣ技術

③ＡＤＡＳとは

④自動走行に向けた環境整備

⑤次世代ＩＴＳ技術とＡＩ技術

自動運転技術の協調型の重要性を理解し、先進運転支援システムについ
て理解する。

先進安全運転システムに基本を学んだ後、実習車両にて、カメラ、セサー
の位置確認から機能確認までを理解する。

コマシラバス詳細

ⅠTＳと
自動走行
システム 

1節
自動走行技術の
概要

2節
ＡＣＣとＣＡＣＣ

１、自律型自動運転
２、協調型自動運転

1、ＡＣＣとは
2、ＡＣＣの制御

3、ミリ波レーダー
　 の特徴
4、光学式カメラセ
　 ンサの特徴

学科項目 項目 学科習得内容 学習時間
6分
映像資料
①自動運転を
　支援する道
　路インフラ
　(2分30秒)

10分
映像資料
①トヨタセ
　ーフティ
　センス
(30秒)
②運転支援
　システム
　とは
(3分30秒)

①自律型自動運転の概要について理解する。

②協調型自動運転の概要について理解する。
　特に外部から提供される情報を通信技術を使って取得して走行する
　システムは重要。※間違いポイント注意

①ＡＣＣは高速道路や自動車専用道路で使用することを前提に開発さ
　れ、前方車両との車間距離を自車のセンサーやカメラを使用して一
　定に保つ機能がある。

②ＡＣＣは自動車の先端部に設けられた、ミリ波レーダー及び光学式
　カメラセンサーなどの情報を専用のコンピュータが処理してアクセ
　ルやブレーキを制御することを理解する。

①ミリ波レーダーは雨や霧などの悪天候や夜間に強く、照射距離は２
　００ｍ前後と長い特徴を理解。
    ※間違いポイント注意
②光学式カメラセンサは車の認識だけではなく、白線や標識が認識で
　き、前方の車のブレーキランプの赤色も認識できる。

5、ＣＡＣＣとは
6、ＣＡＣＣの特徴

①ＣＡＣＣはＡＣＣの機能に前方車両からの情報を通信して、自車の
　制御を行うことが出来る。

②ＣＡＣＣの特徴は高速道路などでのトラックの隊列走行など、前の
　車と車間距離を開けなくても、前の車の運転状況が通信によって後
　方の車に伝達されることを理解する。
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コマシラバス詳細

ⅠTＳと
自動走行
システム 

3節
ＡＤＡＳについて

4節
ＬＴＣについて

１、ＡＤＡＳとは
２、ＡＤＡＳの特徴

学科項目 項目 学科習得内容 学習時間

6分
映像資料
①ホンダの
　ＡＤＡＳ
　システム
　(2分50秒)

10分
映像資料
①トヨタセ
　ーフティ
　センス
　(30秒)
②運転支援
　システム
　とは
　(3分30秒)

4分
映像資料
①トラック
　の隊列走
　行紹介
　(1分50秒)

6分
映像資料
①ホンダの
　ＡＤＡＳ
　システム
　(2分50秒)

5分

5分

1、ＣＡＣＣとＬＴＣ
　 とは
2、隊列走行

①ＬＴＣはあらがじめ決められたラインに沿って走行するようプログ
　ラミングすることで、ＣＡＣＣと連携することで、高速道路でのト  
　ラック隊列走行が可能となる。

①ドライバーによる運転を前提にした制度からシステムによる運転も
　想定した制度へ。

5節
自動走行に向けた
環境整備

１、レベル３以上の
　  自動運転車両の
　  安全性

2、自動運転に対応
　する自動車整備
　・検査の高度化

3、自動運転に係る
　 ルール整備につ
　 いて

①安全要件や安全確保のための各種方策。

ア）高度な自動運転技術を持つ車両の安全性が必要。

イ）自動運転技術を開発するための考慮すべき要件。

ウ）基準に適合しているかどうかの確認手法。

①自動ブレーキ搭載車の普及状況とそれに対応した適切な機能確認が
　必要。

②自動車整備工場の環境整備を整える必要性。

ア）自動車メーカーが定める、整備要領書の提供。

イ）汎用の故障診断器の開発。

ウ）自動車整備士の育成・研修。

③自動運転技術に対応した、新たな検査技術の検討。

①ＡＤＡＳ（エーダス）の言葉の意味を理解する。

②ＡＤＡＳは車の運転操作に必要なクルマの制御について、人が行う
　認知、判断、操作の一部または全部をアシストすることである。
　※間違いポイント注意

3、ＡＤＡＳの種類

①クルーズコントロールはアクセルペダルを踏み続けなくても、一定
　速度を維持する機能。

②衝突被害軽減ブレーキはカメラやレーダーなどのセンサーを使用し
　て、前方の障害物を検知し、衝突の危険がある時にドライバーに警告
　を行うシステム。
      ※間違いポイント注意

③車線逸脱防止支援システムはドライバーの不注意などで、車線から
　逸脱するのを防止するシステム。

④駐車支援システムは駐車する際に、ハンドル操作や周囲の状況を運
　転者にわかりやすく伝えるシステム。

⑤ブラインドスポットモニターはドライバーの死角を補って事故を防
　止するシステム。

⑥カーナビゲーションはＧＰＳやＶＩＣＳなどの情報を入手し、安全
　で効率的なルートを運転者に知らせるシステム。

⑦車両間通信システムは車両同士の通信システム

⑧道路標識認識システムはカメラにて標識を認識するシステム。

⑨居眠り運転検知システムはドライバーの動きをＡＩが解析して、居
　眠りを感知した場合、警告するシステム。
　※間違いポイント注意

－137－



コマシラバス詳細

ⅠTＳと
自動走行
システム 

次世代
ⅠTＳと
ＡＩ技術

1節
社会的課題への
対応

2節
ＩＴＳ技術と
ＡＩ技術

4、官民ＩＴＳ・構想
　ロードマップ2017

学科項目 項目 学科習得内容 学習時間

5分

5分

3分

20分
映像資料
①自動運転
　は本当に
　必要？
　(4分53秒)
②2020年の
　実用化
　自動運転
　レベル3
　(1分47秒)

5分
映像資料
①先進安全
　自動車
　（ＡＳＶ）
　の運転
　(0分59秒)

①事故が起こった時の責任は誰がとるのか？（運転車？、自動車側？）。

②自動運転システムをハッキング。

③自動運転システムを武器に。（自爆テロ、無人兵器）

④ＡＩ（人工知能）に潜む危険性について
　（ＡＩが間違ったら、ＡＩが暴走したら）
      ※間違いポイント注意

⑤インフラ整備（予算、時期等）

⑥法律の整備（ジュネーブ道路交通条約）

①自動運転車の安全性に関する基本的な考え方。

②自動運転車の安全性に関する要件（１０項目）

5節
自動走行に向けた
環境整備

1、持続可能なモビリ
　 ティ社会の実現

2、ＩＣＴを活用した
　次世代ＩＴＳ

①自動走行システムが実現した時に期待される効果について理解す  
　る。※間違いポイント注意

②次世代ＩＴＳの実現に向けて進められる取り組みについて理解す  
　る。

③先進安全自動車（ＡＶＳ）の実用化・普及促進について理解する。

④国の取り組み（日本再興戦略）に於いての位置づけについて。

⑤自動走行システムに必要な通信技術について理解する。

ア）車車間通信の技術的課題について理解する。

イ）車路間通信の技術的課題について理解する。

ウ）上記通信の通信技術の課題について理解する。

⑥歩車間通信技術の開発について。

①２０２５年までの自家用車・物流サービスの自動運転実現
　へのシナリオ。

②自動運転に係る制度整備大綱

5、制度整備大綱
　する自動車整備
　・検査の高度化

6、自動運転車の安全
　技術ガイドライン

①車両の安全確保の考え方

ア）ガイドラインを２０２０年度までに制定

イ）国際基準を日本が先導。

ウ）現在の使用過程車の在り方。

②交通ルールの在り方。※間違いポイント注意
        
ア）国際的な論議（ジュネーブ条約）にて引き続き関係国と連携してい
　  く。

イ）無人自動運転移動サービスに関する考え方について。

③安全性の一体的な確保。（走行条環境件等の検討・策定）

④責任関係

ア）万一の事故の際の迅速な被害者救済。

イ）刑事責任の検討。

ウ）走行記録装置の義務化。

－138－



コマシラバス

3
（1コマ）

4
（0.5コマ）

実習車両による
機能点検（実習編）

履修判定試験
アンケート記入

1.シラバスとの関係

自動運転（先進安全運転支援の基本を学ぶ）2.コマ主題

3.コマ主題細目

4.コマ主題細目深度

5.次コマとの関係

1.シラバスとの関係

2.コマ主題

3.コマ主題細目 履修判定試験

4.コマ主題細目深度

5.次コマとの関係

コマのテーマ50分/ｺﾏ 項目 内容 教材・教具

オリジナル
・テキスト
（初級編）

実習車両
日産：
セレナ

トヨタ：
プリウス

日産自動車
（プロパイ
ロット）、
トヨタ自動
車（セ－フ
ティ・セン
ス）
技術解説書

①日産自動車のセレナを使用して、プロパイロット・システム
　における先進安全支援システムについて確認する。

②日産自動車のセレナを使用して、先進安全運転システムに使用される
　部品について、取付位置、機能、役割等を実車にて確認する。

③日産自動車のセレナを使用して、先進安全運転システムに使用される
　ＣＡＮ通信について、実車にて確認する。

④日産自動車のセレナを使用して、先進安全運転システムに使用される
　ＡＤＡＳコンピュータについて、実車にてその機能と役割について確
　認する。

⑤日産自動車のセレナを使用して、先進安全運転システムに使用される
　ＡＤＡＳコンピュータについて、実車にてその作動条件や解除条件な
　どについて確認する。

①先進安全運転支援システムの概要

②先進安全運転支援システムの部品の役割

③先進安全運転支援システムの制御

④ＡＤＡＳコンピュータの役割

⑤ＡＤＡＳコンピュータの作動概要

自動運転の概要、自動走行システムの種類や内容、今後必要とされる環
境整備等について理解し、実車にて機能を確認した後、履修確認をする。

自動運転に必要なシステムとは何なのか？実際の実習車両を使用して、
機能部品の位置、役割、システムの関連性を理解する。
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初級編
「自動運転技術の基礎」
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初級編
「ＩＴＳ・自動運転の基本」
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初級編
「自動車産業とモビリティ―サービス」
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初級編
「ＩＴＳと自動走行システム」
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初級編－実習
「自動運転公道実証運行」
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上級編－理論
「自動運転技術 -プロパイロットの概要と

エーミング技術実習」
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